
第４回　玉村町農業委員会議事録 

 

【事務局長】 

ただ今から、第４回玉村町農業委員会を開会いたします。それでは、会長より挨拶をお願いいた

します。 

 

【会長】 

皆さんこんにちは。ようやく秋晴れが続く季節になりました。 稲刈り等も始まっております。挨

拶が少し長くなりますが、本日ＪＡに米の情報等が入ってきましたので、共有いたします。 まず

今作られている米について、全農群馬として今週中に価格が出るそうです。今日あたり出る予定

だったが、倉庫内に令和７年産の米がまだ３分の２ほど残っており、さらに麦も入っている。 玉

村町のあさひの夢は、１０月２２日からカントリーエレベーターの稼働が始まるが、倉庫に米が

入らない状況にある。生のままで搬入か、乾燥させてから搬入するか、色々な手法があるが、農

協に出せば、一般的には１２月２５日に生産されます。しかし、今年の場合はまだ概算金も出て

いません。保管場所がないため玄米を受けても１２月の生産ができない状況です。皆様もＪＡか

ら、６月頃にどの品種を何平米作って米をいくら出荷するかという書類が届いていると思う。そ

の書類を農協は受領している。 しかし去年あたり、とある肥料屋に米を売った方からはその書類

が出ていない。そうなると農協と契約している方とそうでない方では、どう単価設定をしたらい

いのかという問題も 生じてきます。去年の場合は３２，７００円相当で生産されましたが、その

肥料屋では３８，０００円ぐらいで買ってもらっていたかもしれない。このような状況なので、

その肥料屋も去年買った農家から、米が買えない状況にあると思う。よっていずれＪＡに集まっ

てくると思われる。それらを振り分ける大変な作業が今後生じると思う。 そうした中で、全農が

群馬県のあさひの夢の単価を出せば、その単価が設定されます。去年が約３２，０００円でした

が、今年の米については カメムシ防除をおそらく１～２回は行っていると思います。その分の経

費もかかっています。除草剤等の価格も２０パーセント程度上がっています。 さらに水利費も上

がってます。 かかる経費については国にも指標があり、それによると１俵あたり２０，５３５円

コストがかかるとされている。これだけ世の中が物価高になっている中で、国は４月過ぎにこの

指標を出している。米を利用した製品、米以外の諸物価５，０００種類が値上がりしている中、

米だけがなぜ上がらないのかという話になる。 今５キロで３，０００円より安い米もある。つま

り１キロ当たり５００円。それを消費者が買っている。農家の方は単価がまだわからない状況の

中で、農協、卸問屋等の手数料的な費用が２０，５３０円に近くなるよう運動しているところで

す。こういう状況になると、小規模な米農家の方は、米を作るのを辞めてしまうという懸念があ

る。 というのは小規模農家の方が所有する機械について、耐用年数の関係で修理に出そうとする

と、機械代が３０％上がっていて、修理費も２０％上がっている。そうするとコンバインを修理

しようとすると３０～４０万はかかる。そうなると収入を得るには単価を上げてもらわないと困

るという話になる。 そういうことを考えると、小規模農家は高齢化に伴って減ってしまうと思う。

いずれ３～年後に米不足が生じ、単価が３０，０００円になることも考えられるが、諸物価高騰

で、多くの物が値上がりす中、米の単価はこんなものかと米農家は考えてしまう。こうした懸念



事項を皆様も考えておいてください。 

玉村町は米麦の二毛作地帯であります。小麦はもう収穫されましたが、佐波伊勢崎のエリアは、

さとのそらは１等のＡランクで１俵あたり５，１２０円。これは交付金として皆様に還元されま

す。今後も米麦を両立していかなければ、農家としても手取りが増えない状況の中で、令和９年

度の水田活用の交付金はまだ出されていない。国も色々考えているようだが、出せない状況です。

今やっているＷＣＳは１反８０，０００円です。だがこれだけ飽和状態になっていることで、み

んな飼料用米、あるいはＷＣＳに来年以降も仕向けていくような指標がある。 そこを国がどう判

断して８０，０００円を維持するのか１００，０００円になるのか、それが決まらないと米余り

現象は解消できない状況です。その方針が良いのか悪いのか、皆さんも地域に戻って考えていた

だければ有り難い。 今の農林水産大臣が失言問題で追求されており、今後国から農業振興に役立

つ交付金が示される時期は不明ですが、期待していただければありがたいと思います。このよう

に厳しい状況ですが、とにかく作業はもう始まっています。皆さんも怪我には気をつけて作業に

従事してほしいと思います。それでは第４回の農業委員会を開催いたしますのでよろしくお願い

します。 
 

【事務局長】 

ありがとうございました。それでは、議事に入ります。会長が議長になりまして、議事の進行を

お願いいたします。 

 

【議長】 

本日の出席委員は１２名ですので、総会は成立しております。  

玉村町農業委員会会議規則第１４条第１項の規定による議事録署名人ですが、 

今回は　７番委員　８番委員　を指名します。 

なお、本日の会議書記には、事務局職員を指名します。 

それでは、議事に入ります。議案第１号について事務局より説明をお願いいたします。 

 

【事務局】 

議案第１号は、玉村農業振興地域整備計画の変更（農振除外）に関する意見聴取を予定しており

ましたが、群馬県との再調整が必要になった案件がありますので、本日の議案からは削除し、来

月以降の総会で審議することとします。以上です。 

 

【議長】 

では議案第１号が削除になりましたので、議案第２号について、事務局より説明をお願いいたし

ます。 

 

【事務局】 

議案第２号は農地法第３条第１項による許可申請についてです。 

〈議案第２号番号１について説明〉 

資料に基づく説明は以上ですが、本申請の譲受人は、申請地の西隣の自宅に居住しております。



純粋な庭用地や駐車場として使用するのは違法であると指導済みです。ただし、既に宅地部分と

は塀で区切られており、そのような心配は不要であると考えます。説明は以上です。 

 

【議長】 

それでは、議案第２号番号１について審議を行います。 

ご意見、ご質問のある方は挙手願います。 

（挙手なし） 

番号１について、原案のとおり、許可することに賛成の方は挙手願います。 

（全員賛成） 

番号１は、許可と決定いたします。 

 

次に、議案第２号番号２について、事務局より説明をお願いいたします。 

 

【事務局】 

〈議案第２号番号２について説明〉 

資料に基づく説明は以上ですが、本申請の譲受人は法人です。農地法では、原則として個人でな

ければ農地の所有権を取得できませんが、法律で定められた４要件（法人形態要件・事業要件・

構成員要件・役員要件）を満たした法人（農地所有適格法人）に限り、所有権を含めた農地の権

利取得が認められています。 

申請法人は町内で手広く農業を行っている法人の関連法人であり、農地所有適格法人の要件を満

たしているため問題はないと考えます。説明は以上です。 

 

【議長】 

ただいま事務局より農地所有適格法人についての説明がありましたが、法人で取得する案件は年

間通しても数件あるかどうかです。 一般的には個人で取得することが多いが、申請法人は親会社

の農業部門を担っており、この度農地を取得することとなったようです。 
それでは、議案第２号番号２について審議を行います。 

ご意見、ご質問のある方は挙手願います。 

（挙手なし） 

番号２について、原案のとおり、許可することに賛成の方は挙手願います。 

（全員賛成） 

番号２は、許可と決定いたします。 

 

次に、議案第３号番号１の審議に入りますが、本申請は９番委員が利害関係人となるため、９番

委員は一時退席をお願いいたします。それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

 

【事務局】 

議案第３号番号１　農地法第５条の許可申請について説明します。 

令和８年９月２４日受付。一般住宅用地として売買するための農地転用です。 



〈譲受人、譲渡人、申請地について説明〉  

申請理由は、申請地を一般住宅用地として売却するため、５条転用を申請したいとのことです。 

農地の判断については、市街化区域に近接する第２種農地に該当するため、転用しても問題ない

と考えます。排水処理は敷地内浸透です。 

農振の除外は昭和５６年以前であり、目的等は不明ですが、関係部署とは協議済みです。議案第

３号番号１については以上です。 

 

【議長】 

それでは、現地確認状況について、農地部会から報告願います。 

 

【農地部会】 

この件に関しましては、周りの農地に影響がないので、部会としては許可相当と判断いたしまし

た。 

 

【議長】 

それでは、議案第３号番号１について審議を行います。ご意見、ご質問のある方は挙手願います。 

（挙手なし） 

議案第３号番号１について、原案のとおり、許可相当とすることに賛成の方は挙手願います。 

（全員賛成） 

議案第３号番号１は、許可相当と決定いたします。 

 

次に議案第４号について事務局より説明をお願いいたします。 

 

【事務局】 

議案第４号について説明します。 

「令和９年度玉村町農業施策に関する意見書（案）」をご覧ください。 

これは、農業委員会に関する法律第３８条第１項の規定に基づき、玉村町農業委員会として、玉

村町における農地利用の最適化および農業振興を図るための必要な施策について、町長に対し意

見を述べるというもので、毎年提出しております。基本的には農業に対し、しっかり町として支

援してほしいという意見書ですが、農業全体に関わる内容をカバーしている意見書を毎年提出し

ており、また時間の都合もありますので、昨年度の意見書から修正若しくは追加した箇所に絞っ

て説明させていただきます。 

 

（意見書の内容について説明） 

 

なお、完成した意見書は町長に直接提出しますので、提出の際は会長・副会長はご臨席をお願い

します。説明は以上です。 
 

【議長】 



 令和９年度玉村町農業施策に関する意見書についての説明がありました。これは玉村町農業委員

会として、令和９年度に向けた予算要求に向けた農業提言ということで書かれておりますので、

皆さんと協議したいと思いますが、まず私の方からスマート農業・省力化技術の導入支援という

項目について話をさせていただきます。水田農業について、上陽エリアは広桃用水を使っており、

玉村芝根については天狗岩用水を使用している。これらの用水を使っていますが、非常に水量が

少なくなってしまった場合や、災害的な豪雨があると、門扉の開け閉めをすることがある。高崎

の榎町、道の駅玉村宿の近く、そして女子大の裏に計３つの大きい堰がある。 その大きい堰を使

って、水田農業をやっていますが、まず榎町については板井から五料まで行く本線となります。

道の駅の脇にある水系は宇貫・八幡原・角渕の大胡線の西エリアに供給される。女子大裏の堰は

大胡線よりも東側の圃場でゴルフ場の北、軍配山・梨の木山の周辺の一帯に供給される。以上３

つ堰を設けているが、その第一堰に導入されている蛭堀排水門に遠隔操作のシステムが導入され、

町職員がスマホから操作できるようになった。こうした技術の導入がここに書かれておりますの

で、ご承知ください。 

それでは、議案第４号について皆様からご意見はありますか。 

 

【４番委員】 

玉村町は榎町・一堰・二堰と堰が３つですよね。最終的にゴルフ場の所で排水している。途中に

堰を設けて、五料方面の地域等がもう少し早く潤えるように検討してはどうか。上流に堰がある

と、こちらに流れてきても水量が少ないことがある。第三堰を作れば状況が改善されるのではな

いか。道路事情や地形的な問題、天狗岩との協議も必要になると思うが、下流の方も潤って田植

えが同時にできるようになれば良いと思う。そう簡単にできることとは思わないが、意見させて

いただいた。 

 

【議長】 

 確かに４番委員の言うとおりで、五料飯倉地区は７月にならないと水が来ない。水系については、

土地改良で断面的な設計が行われているが、川井や飯倉方面の水量が少ない。水田農業には本当

に水が必要なので、今後町としても各種政策の中で考えてほしいと思いますのでよろしくお願い

いたします。 

他にご意見はありますか。 

 

【２番委員】 

この意見書を見ると全て「要望する」という言葉で終わっている。物価高騰対策の部分で記載さ

れている町独自の補助金の創設・実施もそうだが、これまでの会長の話でも物価高で続けられな

い農家さんもあるということなので、単に「要望する」ではなく、もっと強い言葉で訴えてはど

うでしょうか。 

 

【議長】 

確かに２番委員の言うとおりで「要望する」という表現を使用している。当然物価高そのものに

ついては農業者 ・消費者の立場から見ても、昨今の物価高には堪えられないという実感があり



ますので、事務局の方で修正するということでよろしいでしょうか。 

 

【事務局】 

 強調して伝えられるように修正させていただきます。 
 
【議長】 

他にありますか。 

（意見なし） 

提出は予算要求に間に合うよう１１月中旬になる。本日出た意見を反映させ、完成した意見書を

町長に手渡すということであります。何かお気づきの点が生じたら事務局の方に連絡をしていた

だければ修正可能なのでよろしくお願いいたします。それでは概略が決まったので、ご承知願い

たいと思います。 

続きまして、報告事項に入ります。 報告事項については事局より説明をお願いします。 
 

【事務局】 

報告事項１ 

農地法第５条第１項第６号（市街化区域内農地の農地転用）の規定による届出の受理状況につい

ては、１件受理しております。 

 

報告事項２ 

農地法第３条第３項第１号（相続による農地取得）の規定による届出の受理状況については、５

件受理しております。 

 

報告事項３ 

農地法第１８条第６項（農地賃貸借の合意解約）の規定による届出の受理状況については、１件

受理しております。 

 

最後に、田から畑への地目変更の申し出を１件受理しておりますので報告させていただきます。

こちらは既に現況は畑で利用されており、水利費も脱退済みで、登記地目も変更済みです。 

報告事項につきましては以上です。 

 

【議長】 

それでは、報告事項について質疑に入ります。ご意見、ご質問のある方は、挙手願います。 

（質疑応答なし） 

それでは、報告事項について終了とします。 

続いて、次第６その他についてです。事務局より説明をお願いします。 

 

【事務局】 

・農業委員会活動記録簿への記載について説明 



・産業祭の協力依頼について説明 

・食育推進事業について保健センター職員より説明 

 

最後に毎年実施している玉村カレーに関する事業についてですが、例年は玉葱とじゃがいもを定

植していたが、玉葱については長期保存が難しいなどの問題があるため、今後はじゃがいものみ

にしようと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

その他事項については以上です。 

 

【議長】 

活動記録簿について事務局から説明がありましたが、忘れずに提出するようにしてください。 

また、産業祭についてもご協力をお願いいたします。 

以上で、本日の議題は全て終了いたしました。進行を事務局にお返しいたします。 

 

【事務局長】 

これにて今月の農業委員会を閉会といたします。お疲れ様でした。 

 

 


